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　平成23年3月の福島第一原発事故により環境中に多量に放出された放射性物質は、大気を通じ広域に拡散し

地表、植生、海面へと沈着した。沈着の多い高汚染地区を中心に、現在に至るまで、大気中に事故前を大きく

上回る放射性セシウムが観測され続けており、地表・植生からの再飛散によって供給されていると考えられ

る。この再飛散過程は、速く広範囲に放射性物質の移行・拡散を引き起こす可能性があり、環境中で放射性物

質が今後どのように推移するか理解するため、そのメカニズムの解明と飛散フラックスの定量化を目的に研究

を続けている。 

 

　我々のグループは、福島県浪江町津島地区に設置したサイトにおいて継続的にサンプリングを実施してい

る。大気中で放射性セシウムはほぼすべてエアロゾルに含まれる形で存在しているが、この放射性セシウムを

運ぶ担体となっているエアロゾルとして、夏季から秋季には真菌類胞子などバイオエアロゾル粒子が重要であ

る可能性があることが、バイオエアロゾルのゲノム分析等により明らかになった。そこで、以下のポイントか

ら、菌類、特にキノコ(担子菌)類胞子が、夏季の放射性セシウムの担体として重要か検証している。 

　津島で採取したキノコ胞子は、大気放射能濃度を説明できる程度の放射性セシウムを含んでいるのか？ キノ

コ胞子の放射性セシウムは、大気エアロゾル試料中のものと同程度に純水により抽出されるのか？ 大気放射能

濃度の変動は、真菌類胞子とよい正相関を持っているのか？ 

　昨年夏季～秋季に、いくつものキノコサンプルを津島地区で採取することができ、現在胞子に含まれるセシ

ウム137の放射能の範囲を定量的に見積もっている。さらに、同じ地点で捕集した大気浮遊しているキノコ胞

子などバイオエアロゾルを、DAPIで染色して蛍光顕微鏡で計数することにより、その数濃度を見積もってい

る。並行して、いくつかのキノコサンプルについて胞子中のセシウム137を純水抽出し、その抽出割合を測定

している。講演会時には、それらの結果について報告する。 

 

　また、筑波実験測物園において、林内からのキノコ胞子等のバイオエアロゾルの放出フラックスを定量化す

べきく、観測システムを構築しつつあり、それについても紹介したい。
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